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【１】 【 ２００６年出題内容 】 

 

【２】 【 傾向と対策 】 
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理 科 （40 点/50 分） 

2006 年には、□1 生物（植物）、□2 化学、□3 物理（力のつりあい）、□4 地学（天体と気象）が出題されまし

た。問題は 10 ページに及ぶ分量なので、時間配分に失敗した人は残念な結果になりました。 

 

麻布の理科は、実験・観察を通じて、図表の読み取り力、計算力、あてはめ力を試すものです。つま

り、麻布では、実験・観察を通じて得られた結果から一定の結論や法則を導き出す力と、それを別の事

象にあてはめる力が必要なのです。「当てはめ問題」は他校に類を見ないもので、麻布の出題方針を象

徴するものです。2006 年入試問題では、□2 がこれにあたります。 

あてはめ問題以外の問題はオーソドックスなので、実験・観察問題を多く潰しておけば問題なく解け

ることでしょう。ここでは、あてはめ問題の出題例と問題文の読み方をみていくことにしましょう。 

下の平成 14 年度□1 （声の教育社「スーパー過去問」より抜粋）をみてください。 

麻布中-対策法 



こんな問題は見たことはないはずですから、本番で問題を正確に分析しなくてはなりません。単純な

論理操作の問題ですが、次のように図解にしておくと分かりやすく、また間違えにくくなります。 

 

 

 

 

 

【３】 【 麻布理科 合格への道程 】 

 

偏差値 

  （四谷） 

 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 

66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
   

 

 

 

 

 

 

７ 

Ａ→Ｘ 
Ｘ→Ｘ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

基本的知識があれば麻布の理科を攻略す

ることはさほど難しいことではありません。麻

布で合格点を取るためには、左の図の実線の

ように成績が伸びていくことが理想的です。こ

れに対して、6 ヶ月以上も点線のように偏差値

が伸び悩んだままですと、初めは晴れマーク

でも、結局は雨マークになってしまいます。で

きるだけ多くの実験・観察問題にあたるように

しましょう。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

やさしい論理問題なのですが、入試本番ではあせってしまい、与えられた条件を使い切れなかった人が

多くいました。そこで上に示しましたように、単純でもいいですから整理した図を書いておくようにしましょう。

平成 15 年□3 、平成 16 年□4 、平成 18 年□2 では詳しい図解が入っているので、今後の理科ではあまり心配

する必要がないのかも知れません。しかし、理科以外の科目でも、題意を視覚的に整理して捉えることの

できる人は人と差をつけることができます。この問題を復習するときに、上で示した図解を利用してみると

よく分かると思います。みなさんの最強ツールにしてください。 

 


